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労労災災保保険険財財政政のの概概況況  
 

 令和元年度の保険料収入は、前年度より 4.5％増の 8,621億円となり、これに積立金からの利子収入等

を加えた収入額の合計は 10,059億円となった。 

 令和元年度の保険給付（特別支給金を含む。）は、前年度より 1.2％増の 8,496億円となり、これに事

務施設費等を加えた支出額の合計は 10,467億円となった。 

 約 20万７千人の年金受給者(令和元年度末)に対して、将来にわたり年金給付を賄うために積立金を保有

しており、その保有額は７兆 8,239億円となっている。 

                                                                  単位：億円 

年 度 保険料収入   収入計
 ※１

 保険給付等   支出計
 ※１

 積立金
 ※２

累計 責任準備金
 ※３

 

平成22（2010） 

平成23（2011） 

平成24（2012） 

平成25（2013） 

平成26（2014） 

平成27（2015） 

平成28（2016） 

平成29（2017） 

平成30（2018） 

令和元（2019） 

7,841 

8,095 

7,447 

7,923 

8,668 

8,632 

8,717 

8,686 

8,249 

8,621 

9,388 

9,665 

9,201 

9,514 

10,270 

10,181 

10,256 

10,197 

9,716 

10,060 

8,523 

8,625 

8,616 

8,469 

8,524 

8,377 

8,312 

8,317 

8,396 

8,496 

10,441 

10,721 

10,203 

9,958 

9,948 

9,883 

9,934 

10,010 

10,174 

10,467 

80,533 

79,457 

78,442 

78,008 

78,280 

78,616 

78,938 

79,117 

78,670 

78,239 

78,877 

77,956 

76,630 

77,496 

78,007 

77,402 

76,542 

76,155 

76,776 

76,344 

 

※１ 収入計には一般会計からの受入、雑収入及び積立金の利子収入を、支出計には事務施設費及び返還金を含

む。 

※２ 労災保険の積立金は、年金受給者に対する将来の年金給付費用に充てる原資として、財政融資資金へ預託し

ている。 

※３ 令和元年度決算結了後における責任準備金は、算定時点の経済情勢等を考慮して、次の前提条件により推計

した。 

１）賃金上昇率は、年 1.0％ 

２）今後の運用利回りは、年 1.1％ 
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